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色LEDを，偏光子および検光子にはプラスチック偏光板を用いた．図2 (b) は(a) の光学系による方向性電磁鋼板
の磁区観察結果であり，センチメートル寸法の磁区が観察されている．明るい磁区は＋X方向の磁化を，暗い磁
区はX 方向の磁化を有しており，上部の中央から右側の磁区は中間の明るさになっていることから Y方向成分
を有していると予想される．この光学系により1.4 cm×1.05 cmの視野で歪率0.5 % 以下，空間分解能0.09 mm，
視野合焦のセンチメートル寸法磁区観察を可能とした．  





明し，遮光状態および均一輝度試料を撮像したダークフレーム (Dark flame) 画像およびフラットフレーム (Flat 
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図5. 逆方向斜め入射観察による面内／面直成分分離実験結果． (a) NiFe面内磁化膜 ( 100 × 100 mm )， 
(b) GdFeCo垂直磁化膜 (100 × 200 mm)． 
図6. 方向性電磁鋼板の3次元磁化方向検出結果． (a) X方向成分画像，(b) Y方向成分画像，(c) Z成分画像，  























































図 5に (a) 面内磁化膜であるNiFe薄膜パターン試料および (b) 垂直磁化膜であるGdTeCoZr薄膜パターン試料を
用いて逆方向斜め入射観察による面内／面直成分分離が可能であることを具体的に示した．さらに観察方向をY
方向にも拡張することにより 3次元の磁化方向検出を試みた．図6に電磁鋼板の磁区観察結果および磁化方向検
出結果を示す．検出された磁化方向は面内 X 方向で紙面に対し手前方向を面直方向の正として A 点＋18°およ
び B 点15°であった．さらに，励磁に同期させて撮像するストロボ法により磁化方向の動的変化の評価技術も
確立した．ストロボ法による時間分解では静止状態での観察の 1/10以下の露光量となるため，イメージインテン













を指摘した．この知見をもとに対物レンズを設計・製作することにより，視野14 mm × 10.5 mm，歪率0.5 % 以










作周波数 1 kHzまでの動的局所磁化方向検出に成功した． 
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図7. FeTaN薄膜の動的磁化方向検出結果． 図8. NiFe薄膜パターンの動的磁化方向検出結果． 
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